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関係機関

作成日
目標
設定

中間
見直し

評価時

1 方針名

1 施策名

予定

実施

予定

実施

予定

実施

方向性

第三期武蔵野市産業振興計画　管理・評価シート

審議会意見

内容

審議会報告事項
（産業振興課記載）

中央地区デザインマンホール設置において東京都補助金
を活用し、観光機構が推進するプラチナマップなどを活
用した周知等の支援を行っていく。
また、市内のお土産ブランド「むさしのプレミアム」の運
営を継続し、地域の魅力として広くＰＲ、誘客、来客増に
つなげる。

令和８年１０月に地場産品基準や事務経費率の見直しを
行う法改正があり、その対応を適切に行い、昨年度に続
き返礼品を通じた魅力発信を行っていく。また、新たな
返礼品提供事業者の開拓を行い、更なる魅力発信に努め
る。

次年度の予定

対象
年度

令和８年度
商工会議所、観光機構、商店会連合会

実施内容に関す
る所見・評価

個性豊かなまちの魅力の醸成・発信

２５周年フェアを開催し、来店及び友好都市のPRにつな
げる。また、引き続きバイヤー活動を行い、友好都市の新
商品開拓や魅力の確認を行っていく。

方針番号

施策番号

武蔵野市の魅力や価値を高める産業振興

2026/6/30

取組内容 達成指標

③
アンテナショップ
の運営

②
武蔵野ふるさと
応援寄附の充実

①
魅力的なイベント
等への支援

・買上客数：4万4,000人

産業振興課、秘書広報課、財政課、多文化共生・交流課

・寄附額：24億1,200万円
・寄附件数：2万4,000件
・返礼品提供事業者数：100事業者

・ＳＮＳ媒体も用いた事業周知
・プラチナマップの活用：年間pv数
40,000件以上
・東京都補助金の活用
・むさしのプレミアム各種SNSのフォ
ロワー数：インスタグラム・700フォロ
ワー、X・２００フォロワー

【資料２】



担当課

関係機関

作成日
目標
設定

中間
見直し

評価時

1 方針名

2 施策名

予定

実施

予定

実施

予定

実施

方向性

・補助金説明会で案内を実施
・都補助金の拡充事項の周知強化
・補助金活用希望の商店会への支援実
施
・市の関わり方と補助のあり方に関す
る資料整理

実施内容に
関する所見・評価

審議会意見

次年度の予定

内容

審議会報告事項
（産業振興課記載）

装飾街路灯の維持・更新に関して、都・市の補助制度につ
いて、周知するとともに、更新等を希望する商店会に対
して補助を実施する。また、点検費用も補助対象となっ
たため、各商店会へ案内し、持続可能な事業となるよう
支援する。

③
装飾街路灯等の
維持・更新支援

2026/6/30

武蔵野市の魅力や価値を高める産業振興

新たな価値を生み出すまちづくり

引き続き、市が実施する公共空間等を利用した社会実験
を商店会と連携・協力して実施し、今後商店会による自
立的な運営を支援していく。
オープンスペースや歩道状空地の他に求める公共貢献の
あり方について、関係課との連携を図っていく。

産業振興課、まちづくり推進課、都市再生課、吉祥寺まちづくり
事務所、地域交通課、道路課

取組内容

対象
年度

令和８年度
商工会議所、商店会連合会

第三期武蔵野市産業振興計画　管理・評価シート

方針番号

施策番号

達成指標

・「荷さばきルール徹底週間」の開催回
数：２回以上
・荷さばきルール徹底週間中の路上駐
停車台数の削減
・センターの設備点検の実施
・センターの配送個数の維持

・商店会と連携・協力した社会実験の
実施
・将来のまちの姿を体験してもらうこ
とで地域のまちづくりへの機運醸成に
つなげる

②
商業地域におけ
る環境や景観の
整備

①
都市基盤分野の
関連計画・施策と
の連携

吉祥寺活性化協議会が中心となり実施している「荷さば
きルール徹底週間」を引き続き支援する。また、共同集配
送事業が今後も滞りなく実施されるよう、共同集配送セ
ンターの維持管理を適切に行う。



担当課

関係機関

作成日
目標
設定

中間
見直し

評価時

1 方針名

3 施策名

予定

実施

予定

実施

予定

実施

方向性

③
クリエイティブ産
業と連携した事
業展開

アニメや漫画、ゲームなどの文化と地域の商店会や事業
者が連携した取組みを引き続き支援する。

・アニメノムサシノの実施支援
・TOKYO INDIE GAMES
SUMMITの実施支援

実施内容に
関する所見・評価

審議会意見

次年度の予定

内容

審議会報告事項
（産業振興課記載）

2026/6/30

方針番号 武蔵野市の魅力や価値を高める産業振興

施策番号 豊かで多様な市民文化と産業の連携

取組内容 達成指標

②
文化と産業が連
携した事業への
支援

①
アニメや漫画など
のコンテンツの活
用・連携

第三期武蔵野市産業振興計画　管理・評価シート

アニメコンテンツを活用したデザインマンホール設置及
び回遊イベント等を通じて、まちの魅力向上と来街者増
を図る。また、誘客後の地域活性化につなげる方策を商
工観光団体と連携し検討する。

音楽・文化等に関するイベントの実施支援を行い、地域の
商店会や団体と連携しながら、来街者の誘客促進を図
る。

産業振興課、市民活動推進課、生涯学習スポーツ課
対象
年度

令和８年度
商工会議所、商店会連合会、観光機構

・各地区で実施される音楽・文化等に
関するイベントの実施

・中央地区デザインマンホール設置事
業を通して、中央地区商店連合会・観
光機構と連携し地域活性化及び誘客
促進を図る（定量評価の手法について
は現在検討中）



担当課

関係機関

作成日
目標
設定

中間
見直し

評価時

1 方針名

4 施策名

予定

実施

予定

実施

予定

実施

方向性

実施内容に関す
る所見・評価

審議会意見

次年度の予定

内容

審議会報告事項
（産業振興課記載）

2026/6/30

方針番号 武蔵野市の魅力や価値を高める産業振興

施策番号 まちの特性を活かした地域密着型観光の推進

取組内容 達成指標

③
新しい観光意識
への取組み

②
観光情報のデジ
タル化

①
インバウンドを含
む来街者の対応

　

第三期武蔵野市産業振興計画　管理・評価シート

来街外国人の実態を把握するため、東京観光財団の支援
事業を活用し、観光統計・マーケティング調査を予定。ま
た、訪日外国人向け媒体を用いたプロモーションおよび
インバウンドツアーを実施予定。

第二期観光推進計画の改定時期を迎えるため、今後の観
光推進について検討する。

産業振興課
対象
年度

令和８年度
観光機構

プラチナマップの店舗情報を追加し、既存イベントでプラ
チナマップを積極的に活用する。武蔵野市のPRのため、
市内のイベント、観光情報を発信するため、観光機構の
ホームページ、ブログ、SNSの充実に努める。 ・プラチナマップの有効活用：年間pv

数40,000件以上（再掲）
・ホームページの更新内容、ブログおよ
びSNSの投稿数：100件以上

・観光機構への支援
・インバウンド事業の実施
・効果検証の実施



担当課

関係機関

作成日
目標
設定

中間
見直し

評価時

1 方針名

5 施策名

予定

実施

予定

実施

予定

実施

予定

実施

方向性

第三期武蔵野市産業振興計画　管理・評価シート

生産方式の改善や多角化経営の推進、経営手法改革を
行う事業への補助をし、農業経営の改善を支援する。

障害のある方等が、農業を通じて社会参加ができ、就労
の場を生み出すきっかけづくりになるように、農業を通
じた福祉施設等との連携を進める。

取組内容 達成指標

・令和５年度より実施中の試行事業を
継続して注視しつつ、各種調査等も参
考にしながら、市内での農福連携事業
の在り方について引き続き精査

事業に関する案内:対象者全件
事業相談:逐次

各認定農業者への案内：全件
補助金の交付:10経営体

2026/6/30

方針番号 武蔵野市の魅力や価値を高める産業振興

③
農福連携事業

②
未来に残す東京
の農地プロジェク
ト

①
認定農業者等経
営改善支援補助
事業

実施内容に関す
る所見・評価

産業振興課
対象
年度

令和８年度
ー

施策番号 暮らしを豊かにする都市農業の振興

都市農地保全を積極的に推進するために、農業用井戸や
フェンス、生垣、簡易直売所などのハード整備等を東京都
の補助制度を活用して取り組みます。

④
都市農地貸借円
滑化法に基づく
農地貸借の活用

農地の貸借について、関係団体とも連携しながら、必要
に応じて新規貸借に向けた相談を受けるなど、円滑な制
度活用に向けた取組みを行う。

農地貸借相談件数：１件以上

審議会意見

次年度の予定

内容

審議会報告事項
（産業振興課記載）



担当課

関係機関

作成日
目標
設定

中間
見直し

評価時

2 方針名

6 施策名

予定

実施

予定

実施

予定

実施

予定

実施

方向性

施策番号

①
商店会のイベント
等への継続的な
支援

第三期武蔵野市産業振興計画　管理・評価シート

引き続き各種補助金を活用した商店会イベント等への支
援を行っていく。また、年２回商店会向けの補助金説明
会を開催し、伴走型で補助金活用を支援していく。

産業振興課、安全対策課
対象
年度

令和８年度

取組内容 達成指標

・制度に関して、商店会関係者等から
意見聴取を実施し、今後の在り方に反
映させる

・商店会のイベント等への支援：イベン
ト数25件以上
・新規事業に対する補助金の適正な活
用の案内

②
路線商業活性化
総合支援事業

方針番号 地域や学生等と連携して創る産業振興

更なる活用を促進するため、市内出店者の増加及び商店
会加入店舗の増加を軸として、令和9年度からの政策再
編を検討する。

2026/6/30

活力とにぎわいを生み出す商店会（街）・事業者支援

商工会議所、商店会連合会

令和9年度に向けて、路線商業活性化総合支援事業と地
区サポート事業のあり方について検討し、より良い支援
の形を検討する。

内容

・補助事業実施件数：100件以上
・創業枠での補助実施：60件以上
・制度に関して、商店会関係者等から
意見聴取を実施

審議会意見

実施内容に関す
る所見・評価

審議会報告事項
（産業振興課記載）

次年度の予定

③
商店会活性出店
支援金

④
居場所づくりと
買い物支援の検
討

居場所づくりについては、市内商店会事例の共有を行
う。商店会が行う買い物支援について、都の補助金に関
する情報提供と情報収集を行う。また、高齢者だけでな
く、子育て世代も含めた支援を検討する。

・都補助金の周知実施
･他自治体等での事例調査とその情報
を商店会へ共有



担当課

関係機関

作成日
目標
設定

中間
見直し

評価時

2 方針名

7 施策名

予定

実施

予定

実施

予定

実施

方向性

③
子どもを育み、子
どもの権利を尊
重する事業者の
取組み支援

子どもの意見の収集方法を検討し、商店会イベント等に
子どもの意見が反映されるような仕組みを検討する。

・子どもの意見の収集方法を検討

実施内容に
関する所見・評価

審議会意見

次年度の予定

内容

審議会報告事項
（産業振興課記載）

2026/6/30

方針番号 地域や学生等と連携して創る産業振興

施策番号 子どもや子育て世代とともに創るまちの魅力

取組内容 達成指標

・オンラインの本格導入
・新規貸出場所も含めた安定的な運用
・利用件数：6,000件以上

・商店会関係者から意見聴取し、ニーズ
把握の場づくりを検討
・情報交換ができる場の設定：１回以上

第三期武蔵野市産業振興計画　管理・評価シート

子どもや子育て世代のニーズ把握を行うため、情報交換
等を行う場づくりを検討する。

ベビーカー貸出しサービス事業について、引き続き事業
者への協力を求め、より良いサービスとなるよう改善し
ていく。

産業振興課、子ども子育て支援課、まちづくり推進課、道路課
対象
年度

令和８年度
商店会連合会

②
子ども・子育て世
帯のための事業・
環境整備

①
ニーズ把握の取
組み



担当課

関係機関

作成日
目標
設定

中間
見直し

評価時

2 方針名

8 施策名

予定

実施

予定

実施

予定

実施

方向性

第三期武蔵野市産業振興計画　管理・評価シート

関係各課のプロジェクトと連携し、産業振興施策をテー
マとした意見交換等が可能か検討する。

引き続き、まちとわたしとあなたプロジェクトを通じて、
学生側からの商店会等との連携希望や学生等のニーズ
を商店会へ共有する取り組みを実施する。

取組内容 達成指標

・まちとわたしとあなたプロジェクトを
通じたそれぞれの主体の意向把握及
び意向に基づいたつながりづくりの検
討

・関係各課との協議・調整

②
ニーズ把握の取
組み（再掲）

2026/6/30

方針番号 地域や学生等と連携して創る産業振興

①
庁内プロジェクト
との連携

実施内容に
関する所見・評価

産業振興課、多文化共生・交流課、環境政策課、子ども子育て支
援課、児童青少年課対象

年度
令和８年度

商店会連合会

施策番号 次代を担う学生等と連携した新たな価値創造

③
学生等との連携

事例調査として、各商店会における学生等との関わりの
ある事例・事業の状況把握を行い、連携の方法などを検
討する。
大学等の専門機関との連携について検討する。 ・各商店会を対象とした事例収集

・事例を基にした検討の実施

審議会意見

次年度の予定

内容

審議会報告事項
（産業振興課記載）



担当課

関係機関

作成日
目標
設定

中間
見直し

評価時

2 方針名

9 施策名

予定

実施

予定

実施

予定

実施

予定

実施

予定

実施

方向性

④
技能功労者等表
彰

令和７年度に表彰式実施。今年度は表彰者を取材し、そ
の技術や職業の魅力を広く周知する取組みを行う。

・表彰者への取材活動
・WEBサイトでの取材記事掲載
・SNSでの周知活動

⑤
農地を活用した
事業展開

引き続き市民農園事業や農家見学会などを実施し、都市
農業への興味関心や理解促進を図る。

市民農園貸出区画:485区画
農家見学会参加者:110名

・他自治体における制度運用（ローカル
10000含む）の情報収集と整理完了
・武蔵野市ならではの事業の検討

・市の事業や市の後援事業に関する情
報共有スキームの整理
・認定創業施設を利用した出店機会の
確保

・関係部署におけるイベント・事業との
連携

③
ローカルスタート
アップ支援の検
討

②
認定創業支援施
設等との連携

①
スポーツ活動・文
化財等との連携
検討

令和9年度にローカルスタートアップ事業の実施に向け
て、他自治体における事例や武蔵野市ならではの事業の
あり方について検討する。

スポーツや文化に関するイベントの情報について、庁内
における各種事業を調査するとともに、社会実験と同様
に産業分野との連携意向を把握し、関係機関への呼びか
けを行う。

第三期武蔵野市産業振興計画　管理・評価シート

対象
年度

令和８年度

方針番号

施策番号

2026/6/30

地域や学生等と連携して創る産業振興

特色ある地域資源の活用

ー

認定創業支援施設との連携を強化するために、各施設へ
訪問し、意見交換を行う。また、むさしの創業・事業承継
サポートネットと連携した有効な手法を検討する。

産業振興課、市民活動推進課、生涯学習スポーツ課

取組内容 達成指標

審議会意見

実施内容に関す
る所見・評価

審議会報告事項
（産業振興課記載）

次年度の予定

内容



担当課

関係機関

作成日
目標
設定

中間
見直し

評価時

3 方針名

10 施策名

予定

実施

予定

実施

予定

実施

方向性

実施内容に関す
る所見・評価

審議会意見

次年度の予定

内容

審議会報告事項
（産業振興課記載）

2026/6/30

方針番号 都市の活力を担う持続可能な産業振興

施策番号 経営基盤の安定化と事業革新の推進

取組内容 達成指標

・商工会議所と情報提供のあり方を協
議し、市として整理完了

・短期プライムレートなどの変化が生じ
た際への対応
・社会情勢の変化への対応

・来庁者向けの情報整理とSNSの活用

③
人材育成や新た
な事業展開等の
ための情報提供

第三期武蔵野市産業振興計画　管理・評価シート

市に提供される事業者向けの情報について、SNSなど
を活用して、市内事業者への情報発信を行う。

引き続き事業者の経営基盤安定化と事業革新を推進す
るための情報提供の強化を図る。また、足りない情報が
ないか整理する。

産業振興課
対象
年度

令和８年度
商工会議所

市融資あっせん制度について、社会情勢の変化に合わせ
て制度の見直し・拡充等を検討する。

②
市融資あっ旋制
度の運用

①
各種講座、相談事
業の紹介、あっ旋



担当課

関係機関

作成日
目標
設定

中間
見直し

評価時

3 方針名

11 施策名

予定

実施

予定

実施

予定

実施

方向性

実施内容に関す
る所見・評価

審議会意見

次年度の予定

内容

審議会報告事項
（産業振興課記載）

2026/6/30

方針番号 都市の活力を担う持続可能な産業振興

施策番号 時流や変化を捉えたデジタル化・DXの推進

取組内容 達成指標

・データ収集の実施
・新たな手法の検討

・商店会を対象とした都の補助事業の
周知
・希望する商店会、事業者に対する説
明・相談対応の実施

・産業における国や都のDX等に資す
る施策に関する整理
・市としての施策のあり方の検討

③
フリーWi-Fi事業
の評価と検討

第三期武蔵野市産業振興計画　管理・評価シート

商店会や事業者の課題を把握する前提として、国や都が
進めるDX・デジタル化の施策について商店会や事業者
向けの情報提供の場を設ける。

引き続きキャッシュレス化導入を希望する商店会・事業
者への支援手法について、検討（実施）する。

引き続き、フリーWi-Fi 事業のトレンドや効果を踏まえ
て今後の事業のあり方を検討する。

産業振興課、情報政策課
対象
年度

令和８年度
商工会議所、商店会連合会、開発公社

②
キャッシュレス化
対応の検討

①
国が行う産業界
のDX推進施策等
の周知



担当課

関係機関

作成日
目標
設定

中間
見直し

評価時

3 方針名

12 施策名

予定

実施

予定

実施

方向性

第三期武蔵野市産業振興計画　管理・評価シート

事業の認知度向上を図るとともに、引き続き認定事業を
まちの魅力に繋げるためPR面での強化を図る。市内農
産物の魅力を伝える取り組みのひとつとして、収穫から
食卓までを追いかける企画動画作成等を実施予定。

事業者同士の連携機会の場の創出など、事業者同士が
つながるスキームを検討する。

取組内容 達成指標

・新たなコラボ認定事業：３件以上

・HP、SNS等の広報活動の強化
・動画視聴回数：累計1万5,000回以
上

②
マッチング支援の
あり方検討

2026/6/30

方針番号 都市の活力を担う持続可能な産業振興

①
CO+LAB
MUSASHINO
（コラボむさしの）

実施内容に
関する所見・評価

産業振興課
対象
年度

令和８年度
商工会議所

施策番号 事業者連携の新たな場づくり

審議会意見

次年度の予定

内容

審議会報告事項
（産業振興課記載）



担当課

関係機関

作成日
目標
設定

中間
見直し

評価時

3 方針名

13 施策名

予定

実施

予定

実施

予定

実施

方向性

第三期武蔵野市産業振興計画　管理・評価シート

関係機関と連携を図りつつ、本市の事業者特性を生かし
た事業承継支援の展開を引き続き検討する。

関係機関と協力し、相談事業を行うとともに、窓口の認
知度向上に継続して取り組む。

取組内容 達成指標

・市広報媒体及びサポートネット関係機
関を活用した事業承継窓口の広報実
施
・相談件数：４件以上

・事業承継に関するセミナーのあり方
の検討

②
相談窓口の充実

2026/6/30

方針番号 都市の活力を担う持続可能な産業振興

①
むさしの創業・事
業承継サポート
ネット

実施内容に
関する所見・評価

産業振興課
対象
年度

令和８年度
商工会議所、商店会連合会

施策番号 未来につなげる事業承継支援

③
ニーズ把握の取
組み

事業承継だけでなく、商店会の担い手など、次世代育成
という観点での課題やニーズ把握を行うスキームを検討
する。

・各種団体との意見交換、ヒアリングの
実施：１回以上

審議会意見

次年度の予定

内容

審議会報告事項
（産業振興課記載）



担当課

関係機関

作成日
目標
設定

中間
見直し

評価時

3 方針名

14 施策名

予定

実施

予定

実施

予定

実施

方向性

第三期武蔵野市産業振興計画　管理・評価シート

事業者等の積極的な環境配慮行動に繋げるため、
2050ゼロパートナー制度等を積極的にPRするととも
に再エネ共同購入プロジェクトのように事業者に有益な
情報を提供し、取組を促していく。

国や東京都、他自治体の取組事例の共有方法を検討す
る。

取組内容 達成指標

・他自治体等の事例共有の試行

・環境関連の制度等について、情報収
集とその整理の実施

②
環境に配慮した
取組み事例の紹
介

2026/6/30

方針番号 都市の活力を担う持続可能な産業振興

①
環境に配慮した
事業活動に向け
た周知

実施内容に
関する所見・評価

産業振興課、環境政策課
対象
年度

令和８年度
商工会議所

施策番号 環境に配慮した事業活動の推進

③
環境関連イベント
との連携

環境関連イベントとの連携のあり方について引き続き検
討する。

・市内事業者等のイベントへの関わり
方や、そのスキームについて、関連部
署と協議・整理実施

審議会意見

次年度の予定

内容

審議会報告事項
（産業振興課記載）



担当課

関係機関

作成日
目標
設定

中間
見直し

評価時

4 方針名

15 施策名

予定

実施

予定

実施

予定

実施

方向性

③
雇用環境づくり
の支援

誰もが働くことができる雇用環境づくりに向けて、市内
事業者へ必要な情報提供を引き続き実施する。

・関連機関で実施している支援情報の
収集
・収集した情報の整理とを広報の実施

実施内容に
関する所見・評価

審議会意見

次年度の予定

内容

審議会報告事項
（産業振興課記載）

2026/6/30

方針番号 個性を活かし誰もがチャレンジできる産業振興

施策番号 個性を磨く学びなおし・チャレンジする風土の醸成

取組内容 達成指標

・関係機関、他自治体等における情報
収集の実施
・今後の事業展開の検討

・事業者へのヒアリング実施

第三期武蔵野市産業振興計画　管理・評価シート

商店会等の事業者からのニーズ把握を行い、関係各課へ
の共有を図る。

リスキリングについて、東京都や他自治体で実施してい
る支援施策について情報収集を行うとともに、市内事業
者の取組事例を把握し、今後の方向性を検討する。

産業振興課、生涯学習スポーツ課
対象
年度

令和８年度
商工会議所

②
学びなおし支援
の検討

①
学びの機会提供



担当課

関係機関

作成日
目標
設定

中間
見直し

評価時

4 方針名

16 施策名

予定

実施

予定

実施

予定

実施

方向性

実施内容に
関する所見・評価

審議会意見

次年度の予定

内容

審議会報告事項
（産業振興課記載）

2026/6/30

方針番号 個性を活かし誰もがチャレンジできる産業振興

施策番号 誰もが働き・活躍できる環境づくり

取組内容 達成指標

・他自治体等での取組み事例を収集
し、課題の洗い出しを実施

・各種講座・セミナー等イベント情報の
庁内関係各課との共有方法を検討し、
実施

・福祉関係施策と連携し、組織間で情
報共有と協議を行い、事業スキームの
整理を完了
・庁内検討会議での議論等を踏まえ、
施策の道筋をつける

③
ワーク・ライフ・バ
ランスへの理解
促進と事例紹介
の検討

②
ハローワーク等と
の連携セミナー

第三期武蔵野市産業振興計画　管理・評価シート

就労にあたって困難を抱える方に対して、就職活動への
支援や就職後の支援のあり方を検討し、実施に向けた取
組みを行う。高齢者が経験や知識を活かしながら働くこ
とができる環境を作るため、庁内横断的な検討を継続す
る。

産業振興課、市民活動推進課、多文化共生・交流課、生活福祉
課、高齢者支援課、障害者福祉課

ワークライフバランスへの理解促進に資するため、市内
事業者等の優れた取組みを共有する仕組みづくりを検
討する。

対象
年度

令和８年度
ー

ハローワーク・東京しごとセンター多摩等が行うセミナー
等のイベントに関して共催・情報発信を行うことで、連携
を強化する。

①
就労に課題を抱
える方への支援



担当課

関係機関

作成日
目標
設定

中間
見直し

評価時

4 方針名

17 施策名

予定

実施

予定

実施

予定

実施

方向性

第三期武蔵野市産業振興計画　管理・評価シート

むさしの創業・事業承継サポートネット連携機関との情報
交換の場は今後も定期的に実施していく。

連携を強化するため、施設でのヒアリング活動などを
行っていく。

取組内容 達成指標

・施設への訪問
・ニーズ把握などヒアリングの実施

・サポートネットを共同運営する関係機
関との情報交換を目的とする会議開
催：年１回以上

②
認定創業支援施
設等との連携（再
掲）

2026/6/30

方針番号 個性を活かし誰もがチャレンジできる産業振興

①
むさしの創業・事
業承継サポート
ネット（再掲）

実施内容に
関する所見・評価

産業振興課
対象
年度

令和８年度
商工会議所

施策番号 夢と思いを実現する起業・創業への支援

③
アントレプレナー
シップの醸成

アントレプレナーシップの醸成に資する事業について、引
き続き調査し、周知方法なども検討していく。 ・高等学校等における教育課程や大学

で行われているアントレプレナーシッ
プ教育、市の既存事業の情報収集の実
施

審議会意見

次年度の予定

内容

審議会報告事項
（産業振興課記載）



担当課

関係機関

作成日
目標
設定

中間
見直し

評価時

5 方針名

18 施策名

予定

実施

予定

実施

予定

実施

方向性

第三期武蔵野市産業振興計画　管理・評価シート

災害に備え、防災関係団体や商工関係団体と連携した訓
練を行う。
商店会向けの東京都補助金を活用した防災への備えに
ついて周知を行っていく。

街頭防犯カメラ設置・管理への支援を行っていく。市が
設置する街頭防犯カメラについて設置を進める。

取組内容 達成指標

・街頭防犯カメラ設置・管理に関する商
店会関係者からの相談対応と補助金
等の情報提供の実施
・街頭防犯カメラの追加設置台数：２５
台（予定）

・関係機関等と連携して、帰宅困難者
対策訓練を実施
・商店会向け補助金の活用件数：18件
以上

②
街頭防犯カメラ
の設置・管理支援

2026/6/30

方針番号 事業者・消費者のための安全・安心な産業振興

①
災害に備えた訓
練の実施

実施内容に
関する所見・評価

産業振興課、安全対策課、防災課、まちづくり推進課、地域交通
課、道路課対象

年度
令和８年度

商工会議所、商店会連合会

施策番号 安全・安心に過ごせるまちの推進

③
パトロールの実施

市民や来街者が安心してまちを訪れ、滞在できるように
するためのパトロールを実施する。

・警察、関係団体と連携した各種パト
ロール等の実施

審議会意見

次年度の予定
内容

審議会報告事項
（産業振興課記載）



担当課

関係機関

作成日
目標
設定

中間
見直し

評価時

5 方針名

19 施策名

予定

実施

予定

実施

予定

実施

予定

実施

方向性

第三期武蔵野市産業振興計画　管理・評価シート

消費者安全確保地域協議会で高齢者等の消費者被害の
未然防止、拡大防止に向けた取組みを引き続き協議して
いく。また、消費者被害防止の取り組みとして、注意喚起
のためステッカーの配布事業などを継続していく。

消費生活相談員を適切に配置し、研修会への参加など、
相談体制の強化を図る。

取組内容 達成指標

・相談員の人数
・相談体制（時間）の強化
・研修会などへの参加回数：年２回以上

・出前講座の回数：10回以上

・中核となる福祉関係機関等と連携ス
キームを協議し、ネットワークの構築実
施
・協議会メンバーとのスムーズな情報
共有の構築

2026/6/30

方針番号 事業者・消費者のための安全・安心な産業振興

③
相談体制の確保

②
出前講座の実施

①
福祉関係機関と
連携した見守り
体制の強化

実施内容に関す
る所見・評価

産業振興課、環境政策課、地域支援課、高齢者支援課、障害者福
祉課、健康課、生涯学習スポーツ課対象

年度
令和８年度

ー

施策番号 消費生活の向上と学びの推進

各地域ごとの消費者被害状況を踏まえ、地域に併せた出
前講座の実施を継続していく。

④
各種講座等の活
用

事業活動等の参考となる市が実施する各種講座等の情
報を事業者向けに周知する。

・関係部署等が行う講座のうち、事業
者向けに情報提供（参加の呼びかけ）
を希望するものについて調査実施

審議会意見

次年度の予定

内容

審議会報告事項
（産業振興課記載）



担当課

関係機関

作成日
目標
設定

中間
見直し

評価時

5 方針名

20 施策名

予定

実施

予定

実施

予定

実施

方向性

第三期武蔵野市産業振興計画　管理・評価シート

第四期産業振興計画の改定に向け、令和９年度に基礎調
査となる産業実態調査が実施できるよう準備していく。

新型コロナウイルスのような感染症の拡大や自然災害等
の発生時に備え、各事業者に確実に伝わる情報提供を目
指し、市のSNSを通じた情報発信を強化する。

取組内容 達成指標

②
事業者支援情報
の適時適切な広
報のあり方検討

①
産業実態調査の
あり方検討

・市公式SNSでの取り組み実施：配信
回数５回以上

2026/6/30

方針番号 事業者・消費者のための安全・安心な産業振興

・予算確保
・産業実態調査の内容の精査

実施内容に
関する所見・評価

産業振興課
対象
年度

令和８年度
商工会議所、商店会連合会

施策番号 経済危機に対する事業継続への備え

③
有事に備える体
制の強化

国や都が用意する補助金メニューの把握に努めるととも
に、他自治体の動向も注視しながら、必要な経済対策に
ついて検討・協議する。

・地域との交流を通して、事業者のニー
ズを適切に把握する。

審議会意見

次年度の予定

内容

審議会報告事項
（産業振興課記載）


